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顕微レーザーラマン分光装置は 1μm 程度の微小領

域を、常温・大気下で、非破壊の分析が可能とされている。

このため、樹脂中に分散しているμm スケールの微細な

添加物の解析を行う事が可能と考えた。 

１．概要（Summary） 

樹脂を基材とし、様々な有機物・無機物を添加した複

合材料中の添加物の分散程度を評価するため、顕微レ

ーザーラマン分光装置を用いて評価を試みた。 
 

【利用した主な装置】 
２．実験（Experimental） 

顕微レーザーラマン分光装置。 
【実験方法】 

予め既知の添加物として PTFE(ポリテトラフルオロエチ

レン)粒子を、PPS（ポリフェニレンスルファイド）樹脂に混

合し、溶融混錬して得た複合樹脂試料を、ミクロトームに

よって切断し、観察面を作製。両面テープにより試料台に

固定し、顕微レーザーラマン分光分析を行った。 
また、PTFE 製のプレートを同様に分析し比較した。 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

 
Fig. 1 Raman spectra of PTFE plate. 
 
 

 
Fig. 2 Raman spectra of test piece. 
 
 Fig. 1 に PTFE 製プレートから得たラマンスペクトルを、

Fig. 2 には複合樹脂試料中に添加した PTFE 粒子にカ

ーソルを合わせ得たスペクトルを示す。 
複数箇所の分析を行ったが、何れからも PTFE 固有の

ラマンスペクトルは得られなかった。得られたスペクトルを

文献で確認したところ、基材樹脂である PPS（ポリフェニレ

ンスルファイド）に近いスペクトルである事が分かった。 
今回、粒子径：10μm 前後の PTFE 粒子を用いたが、

上記結果から、周囲の基材樹脂の影響を受けるものと考

察、当該試料では顕微レーザーラマン分光による添加物

の組成、並びに分散状態の評価は難しいと判断し、他の

手法を検討する事とした。 
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